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4月 第 102週 の 主 日 礼 拝 説 教 要 約

。4月  7日  ヨハネ福音書 20:24-29.

『 信 じて加 わ る者 に 』

・ 4月 14日  ヨハネ福音書 21:3-13.
(1-14)

『 再び網 を打つとき』

衣笠病院教会 牧師 官原晃一部



≪ 信 じて加わる者に ≫

イエスの受けた裁 き、処刑 、埋葬、復活に関 して最も詳 しく記 してある

のは、4つ の福音書の中で一番最後に記 されたヨハネ福音書です。実際の

出来事から少な くとも半世紀 、時間は経っていますが、キリスト教会はイ

エスの受難と復活に関し・て多くの情報 をこのヨハネ福音書から得ています。

歴史学にはよくあることとして、より苦い記述の解釈 もさることながら、

あとから出て くる数々の新事実や新発見が、歴史的事実を補足 し、より精

緻なものにし上げてい くヒントとな ります。

さて、キリストの復活は不特定多数に対 してではなく、生前、何らかの

関 りをもったことのある人々に対 しての顕現 としてありました。先ずは女

性たちの前に、さらには (ユ ダが一人脱落して )11人 となっていた弟子
たちにではな く、もう一人が不在の時の 10人の弟子たちに対 してイエス

は復活 していたとい う新事実を伝えているのは唯一、ヨハネ福音書だけで

す。不在者は トマスで、一週間後に他の弟子たちと一緒にいる時に、漸 く

復活のイエスと出会えたことも、この福音書だけが書き記 した史実です。

トマスが一週間遅れで主の復活の証人となった事実は、他ならぬヨハネ福

音書に基づいて、後のキリスト教会の復活節の聖書 日課の中に取 り入れら

れました。この他にもヨハネ福音書 しか知らない事実として、イエスが木

曜日の夕刻に弟子の足を洗ったことがあげられます。“洗足の木曜日
"は

今日、全てのキ リスト教会の受難週の暦の中にあ ります。

さて、一週間遅れて復活の主に出会った トマスの前に顕れた主の手には

釘の跡が、また脇腹には致命傷と思われる槍に貫かれた木
llし 傷が、そのま

まあ りました。この傷が漸次 、恢復 したのか、それとも地上でいっまでも

のこったままだったのか、報告はどこにもありません。いずれにしても、

トマスの (復活に対する )一 時の疑いは晴れました。ただ、日の前で動揺

の色を隠せない トマスにたい してイエスは語 りかけます。

私 を見たから信 じたのか。見ないで信 じる人は、幸いである。

後のせに生きる私たちは全て、 ``見 ないで信じる人 "に該当します。
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さもなければ、見ないから信 じられない人 もいます。地球上では未だ後者

が大勢を占めています。カ トリック教会では、なぜか十字架上にとどまっ

た生死不明のイエスの図像が尊ばれます。十字架刑 その ものを疑 う人には、

説得力はあ ります。ただ、そのままで 、復活が疑われ、疑問視 されたら、

全キ リス ト教会共通の信仰告白 (=使徒信条 )に は至 りません。

…主は聖霊によりてやどり、おとめマリアより生まれ、ポンティオ・

ピラトのもとに苦 しなを受け、十字架につけられ、死にて葬られ、陰

府 (よ み )に 下 り、二 日目に死人の うちより“よみがえり"天に昇 り、

全能の父なる神の右に座 したまえり“・

一 日本基督教団訳 “使徒信条 "(=信 仰告白 )よ り抜粋

使徒言行録の 1章 22節 に、使徒の欠員を補充して 12人 に戻すための

選挙を実施する条件 として、選出される使徒は “主の復活の証人で "な け

ればならぬとしています。

さて上記の「使徒信条 」で嘔える主の死から “二 日目 "の 当日に、復活

の証人となっていたのは (女性たちを除き )「 あなたがたに平安があるよ

うに」とい う復活者キリストのメッセージを直に受けとめた “使徒 "た ち

で した (ル カ福音書 24:36,ヨ ハネ福音書 20119)。 場所は、お
そらくエルサ レムの港伏先で、時間的に信条との整合性は成 り立ちます。

さもなければ、生前のイエスの予告 (?)、 または基前にいた白い衣を

着た若者 (天使 )た ちの恙告、あるいは、復活の主と再会 したか、乃至は

“恙告 "を 取 り次いだ女性たちの伝言も考慮すべきです。

すると、幾 日か後に、イエスの復活日がその死から推定 “二日口 "であ

ったことをどこかで確認 し合った人マがいたことも考えられます。さて、

後から信 じて教会に加わる人は、誰の証言を信 じたらよいのでしょう…。

《 再び網 を打つ時 ≫

イエスの直弟子 (の一部 ?)が 、主 (イ エス )の復活の後に、エルサレ

ムを離れて、もと居たガ リラヤに移動 しています。彼らは空腹を満たすた
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めか、湖で漁をしています。このエピツー ドもまたヨハネ福音書だけが書

き記 しています。

マタイとマルコの両福音書によると、イエスの復活後 、伝言で “ガ リラ

ヤでの再会 "を 言い波 されていた弟子たちは、マタイを除き、なぜか使徒

信条 (上記 )に あるとお り、イエスの死の “二 日目に "エルサ レムの潜伏

先で復活のイエスとの再会 を呆たしていたようです。情報は錯綜 します。

ヨハネ福音書によると、一度目の再会は彼らの潜伏先 (エルサレム )で

10人の弟子たちが、二度目も同じ場所で トマスを含めた 11人 (?)の
弟子たちが再会を果たします。さらに二度目は、ガ リラヤ湖畔で (7人 ?)
の弟子たちが再会 を呆たしています (ヨ ハネ福音書 21:14)。 どうい

うタイミングで彼らがそこに移動 Lて いたのかは不明です。もしかしたら、

エルサ レムでの二度目の再会の後、姿を消 した (?)イ エスを追い求め、
当初予定されていた復活後の “指定再会場所 "の ガ リラヤに赴かざるを得

な くなったのでしょうか ? 事の真相は不明です。
ガ リラヤに移動 して、おそらく幾日か経った後に、一部の弟子たちが漁

を再開 します。夜通 し網 を打っても魚が一匹も捕れなかったある朝のこと、

そこに現れた一人の謎の人物が、彼 らに語 りかけます。

舟の右側に網を打ちなさい。そうすれば捕れるはずだ。

神の国を宣べ伝えること、人々を癒すこと。イエスが繰 り返 し弟子たち

に命 じていたのはこれらのことで した。神殿税の納付の足非を問われた時

のイエスは、ペ トロに「網 を打ちなさい 」ではな く、「釣 り針 をたれなさ

い 」と言って、捕れた魚の口の中から銀貨を取 り出したことはありました。

ただ、魚を食するために網 を打てと言 うのなら、これはきわめて異例な命

令です。取る物 も取 り敢えず、弟子たちはその人物の命令に従 ってみると、

びっくり仰天、ヲ|き 上げられた網の中は大きな魚でいっぱいでした。この

“奇跡 "へ と導いたのが復活のキ リストであることに、弟子たちが気付 く

のには、さほどの時間はかか りませんでした。

困ったときの神頼みとは違います。困っている彼らに向かって、神が自

ら救いの手を差 し伸べたのです。祈ることさえ恙れていた彼らに対 して。
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